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ジビル調査設計株式会社

磁気センサープローブ（ELECT）を使用した

岸壁鋼矢板点検支援技術



ジビル調査設計の紹介

・ 所在地 ： 福井県福井市大願寺2－5－18
・ 設立 ： 1970年2月2日
・ 資本金 ： 2,200万円
・ 社員数 ： 54名

・ 独自性 ：自社開発 橋梁点検支援ロボット「視る・診る」全国33
都府県で580橋の点検実績

設計部門(橋梁・道路・河川) 調査部門(橋梁) 「視る診る」 「視る診る」mini 「MCS」
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関⻄⼤学・岡⼭⼤学との共同研究
1． 開発の経緯 令和４年３月 大阪堺泉北港

前項の表からも超音波と磁気計測の間で、ほ
とんど差はなかった。また、同様に潜水士に
よる手によるプロービングと機械アームによ
るプロービングにも差はなかった。ここで、３
回測定した時のバラツキつまり標準誤差は手
によるプロービングでは最大0.43mmあった
が、機械アームで最大0.15 mmと誤差が少な
かった。これは機械により磁気センサプロー
ブが固定されるためであり、期待された通りで
あった。



2．ロボット開発の背景

一般社団法人 日本潜水協会ホームページより抜粋転記

潜水士の不足

• 我が国の玄関口である港湾・海上空港の整備、水産業の拠点で

ある漁港、漁場などの海洋インフラの整備にかかる水中工事、海

洋エネルギー・資源開発、海上災害救助・サルベージ、海洋調査等

の海洋に関する諸事の実施には、潜水士による作業が不可欠

• 我が国の潜水士は、高齢化により離職者が増加する中で、これを

補い得るだけの若手後継者の確保が困難な現状にあり、その総

数は、長期にわたって減少しているものと考えられています

維持管理の主役潜水士の現状



水中部位鋼矢板肉厚測定

潜水士不足を補完支援

水中可視化技術の支援

2．ロボット開発の背景



3. 点検対象施設

岸壁・桟橋
対象：



４. 開発ロボットの概要



４. 開発ロボットの概要

岸壁矢板点検支援ロボット「視る診る」 仕様

3.35m/1.25m/2.25m全長/全幅/全高台車
寸法・重量 2.5t重量

3.50m/1.10m/0.60m全長/全幅/全高安定化装置

Actuni社製 SPEC-01磁気プローブ主要計測機器

BlueView社製
Oculus1200ｄ

水中イメージングソナー
(音響)

SMC社製エアー方式固定・動作方式

３ｔセルフローダー運搬車両

運搬・組立 3.0m×5.0m組立スペース

50分組立時間

水中安定化装置＋鋼板腐食検査器

で潜水計測を軽減します

安定化装置概要



４. 開発ロボットの概要

水中安定化装置＋鋼板腐食検査器で潜水計測を軽減します

作業可能条件
作業箇所に作業台車の搬入及び侵入が可能でか
つ、荷役作業がないこと

周辺条件

測定域海中に漁網および係船ロープその他障害
物がないこと

作業範囲

警戒船の配置、作業員の救命胴衣着用、海面へ
のロープ梯子、救命用浮輪の装備

安全面へ
の配慮

3t セルフローダーで運搬、当車搬入不可時は作
業台車を降ろして搬入できれば可

現地への
運搬方法

波高0.7m 以上、風速7m 以上は測定不可
水深が2.0m以上連続していれば可

気象海象
条件

透明度2 ～ 3m 以下の場合は作業が困難水質条件



6． 実地検証結果 令和４年３月 大阪堺泉北港

潜水士 と 安定化装置による計測

超音波計測↓

↑磁器プローブ計測
ELECT
SPEC-01

安定化装置
凹部↓

安定化装置
凸部↑



6． 実地検証結果 令和４年３月 大阪堺泉北港

m0.75m0.75

鋼矢板 初期肉厚 12.2mm 水深0.75m



6． 実地検証結果 令和４年３月 大阪堺泉北港

2.252.25

鋼矢板 初期肉厚 12.2mm 水深2.25m



6． 実地検証結果 令和４年３月 大阪堺泉北港

付着物による計測状況

水深0.75m付近の状況
付着物の厚みが6cmま
で計測可能

水深2.25m付近の状況
回収されていない陽極
の心金が残っている。
側面に設置されていた
ものもあり、計測位置を
変える必要が生じた。

河口付近の漁港
矢板の形状が残る付着
物(量)であり、計測は良
好

日本海側の港
大粒の貝が付着してお
り、大まかな貝のはつり
が必要。計測位置の付
着状況で計測精度が左
右される



6． 実地検証結果 令和４年３月 大阪堺泉北港



港湾施設の新しい点検技術カタログ(案)に掲載
４. 開発ロボットの概要 令和５年３月 国土交通省 港湾局



ご清聴ありがとうございました

陸上から行う
矢板式岸壁等点検支援ロボット視る・診る


